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編 集 後 記
「久方の 光のどけき 春の日に 静心なく 花の散るらむ」。国際学科総合教育セン
ター号の編集を終えたのは，まさに陽光が長閑で桜の花が散る「春の日」で，思わず紀友
則のこの歌が頭に浮かんだ。
国際色豊かな国際学科と総合教育センターは，世界各国からのさまざまな分野の教員で
構成されている。その研究の幅も実に広く，本号もこの点を反映するものとなっている。
まさに教育と研究の融合ともいうべき論文がった。研究対象となる地域からみると，ア
ジアの東端である日本から中国，モンゴル，カンボジアにおよび，さらに西のイギリスな
どヨーロッパ諸国までを包括している。国際的な視野に立った教育現場の観察や方法論，
日本文学とフランス文学の感性の遭遇，映画の会話に潜む国による文化的背景の奥深さ，
そして，一言語でありながら，祖国の魂を感じさせる言語の表現力を詩の中にも読み取る
という詩歌の解説。他分野にわたる領域は，研究の底力としてますます成果をあげていく
と思われる。分野からみると，言語文学政治教育社会民俗など多岐にわたる。
「無可奈何花落去，似曾相識燕帰来（奈何す可くも無く 花は散り去き，曾て相識りし
似く 燕は帰り来る）」。これは中国台湾香港では誰でも知っている北宋の詩人，晏殊
の「浣渓沙」の一句である。そこで描かれた気持ちは，上記の紀友則の歌と似ているが，
異なる点もあるだろう。新学期がスタートし，明るく活気に満ちた雰囲気のなかで，教職
員のみなさんは教育，研究に精力的に取りくんでいる。来年のこの季節には，国際学科と
総合教育センターの教員のさらなる新しい成果を，大いに期待したいと思う。
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